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令和8年3月15日（日） 1

本日の内容
令和8年3月15日（日） 2

１ 災害リスクを確認
２ 避難情報と避難行動
３ 情報の収集方法を確認
４ まとめ
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避難とは
令和8年3月15日（日） 3

・避難とは、「難」を「避」けること
・自宅が危険な状況または危ない場所にいる方は、
小・中学校や安全な地域に住む親戚宅などに避難

①市が指定する
緊急避難場所

②安全な地域に
住む親戚宅等

④自宅２階等③ホテル・旅館
○ 避難先の例

水平避難と垂直避難のポイント
令和8年3月15日（日） 4

水平避難（立ち退き避難）
・災害リスクのある自宅から
立ち退き、避難場所等の安全な
場所へ移動すること。

垂直避難
・災害時等に自宅の２階以上へ
避難すること。
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水害ハザードマップの見方
令和8年3月15日（日） 5

①

○チェックポイント
①浸水深の確認（３ｍ以上?）
②家屋倒壊等氾濫想定区域内?

②

水害リスクに応じた避難方法
令和8年3月15日（日） 6

○浸水深さが3m以上↑
（２階浸水）
→水平避難
避難場所等へ早めに、
非常持出袋を持って、
原則、徒歩で避難

○浸水深さが3m未満↓
（１階浸水）
→垂直避難
自宅の２階へ避難

① ｢浸水深さ｣の確認

※マンションなど３階以上にお住まいの方は、
3m以上浸水（２階浸水）でも垂直避難可能
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土砂災害ハザードマップの見方
令和8年3月15日（日） 7

○チェックポイント
③土砂災害警戒区域内?
（茶色の斜線、黄、赤、オレンジ）

③

津波ハザードマップの見方
令和8年3月15日（日） 8

○チェックポイント
④避難対象地域内?（青色）
浸水程度の目安?

⑤浸水開始時間?

④

⑤
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津波災害リスクに応じた避難方法
令和8年3月15日（日） 9

水平避難
急いで避難
荷物は二の次

逃げ遅れた場合は、
近くの建物（強固）
の２階以上に避難

④ ｢避難対象地域｣の確認
浸水程度の目安

避難行動を開始するタイミング
令和8年3月15日（日） 10

市が公表 気象庁、県が公表
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避難情報の発令と避難場所の開設
令和8年3月15日（日） 11

○ 防災気象情報
・ 洪水警報・大雨警報
・ 発令判断の目安となる河川水位
・ 土砂災害の危険度 など
○ 今後の気象の見込み
○ 避難に必要な時間、日没時間
○ 現地パトロールの状況

避難の必要性や発令の警戒レベルを判断し、避難情報を
発令するとともに、発令区域内の避難場所を開設する。

情報収集の種類
令和8年3月15日（日） 12



7

「わが家の防災メモ」を作る（地震）
令和8年3月15日（日） 13

備蓄品の用意
令和8年3月15日（日） 14

食料と飲料水は最低3日分、できれば１週間分を
備蓄しておきましょう。自宅が倒壊して取り出せ
なくなることを防ぐため、車庫や物置、２階など
に分散して保管しましょう。

○ 注意点
・ 期限を確認（ローリングストック）
・ 湿気を避けて保管
・ 備蓄品の使用方法の確認 など
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非常持出袋の用意
令和8年3月15日（日） 15

避難所で１～２泊できるだけの食料や生活用品を入れておきましょう。すぐ持ち出せるように
玄関近くに置き場所を確保しましょう。

○ 注意点
・ リュックサックなど（背負うタイプ）
・ 各自1つずつ
・ 男性約15kg、女性約10kg など

デジタル防災ガイドの発行
令和8年3月15日（日） 16

○ 令和7年9月に発行
・ ホームページのみ（印刷物なし）
・ 防災に関する知識の取得
・ 日頃からの身の回りの備え
https://www.city.takaoka.toyama.jp/material/files/

group/11/bousaitakaoka.pdf

○ 令和7年6月～令和8年末発行
・ ホームページのみ（印刷物なし）
・ 災害に関する知識の取得
・ ｢水害編｣、｢地震･津波編｣発行
https://www.city.takaoka.toyama.jp/material/files/

group/11/kodomo_suigai.pdf

こども防災
たかおか

水害編

防災
たかおか

地震･津波編


